
 

 
 
 
 

 徳島労働局は、令和４年 11月に実施した「過重労働解消キャンペーン」の一環とし

て、令和４年 11月 17日（木）に、徳島大学常三島キャンパスにある地域連携大ホー

ル（けやきホール）において「過労死等防止対策推進シンポジウム」を開催しました。 

シンポジウムでは、徳島労働局小宮山労働基準部長から主催者を代表して挨拶し、五

十嵐監督課長から過労死等防止対策、徳島労働局管内の過重労働対策の実施状況などに

ついて報告を行ったほか、記者・ライターの牧内昇平氏より「取材から見えてきた過労

死の実態」と題した基調講演をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主催者挨拶）徳島労働局小宮山労働基準部長          （労働局報告）五十嵐監督課長 

 

 

 

 

 

牧内氏からは、50人を超える過労死 

遺族を取材した経験をもとに、「喪失 

の痛みを知ることが大事であり、それ 

を共有することが過労死防止の第一歩 

であること。過労死を「他人事」から 

「自分事」にすること。過労死は誰に 

でも起こる。自分に起こりえることと 

常に考えること。」、 若者に向けては 

「知識と仲間が大切であること。仕事 

がつらい時は、働いた時間などのメモ              （基調講演） 牧内昇平氏 

をする、少しでも休息をとるなどの対 

処をすること。」と訴え、最後に「その仕事、命より大切ですか？命より大事な仕事はな

い。」と締めくくりました。 

 

  

「過労死等防止対策推進シンポジウム」を開催しました 
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過労死遺族の声として、東京過労死を考える家族の会、医師の働き方を考える会共同

代表の中原のり子さんから講演いただきました。 

中原さんは「二十数年前、小児科医であ 

る夫が過労自殺で亡くなった。医師は、一般

的にはセレブなイメージがあるかもしれな

いが、過労で亡くなった方の遺書などでは、

「ゼイタクはいらない、普通の人間の生活

がしたい。」、「医師になんかなるんじゃなか

った。」とあるように過酷な労働実態がある。

人を救うには、まず自分が健康でなければ

ならないが、健康の確保は事業所の義務で

ある。頑張る人が頑張れるようにするため

には適切な労務管理が必要。 

過労事故、過労自殺は増加している。若い命を奪う異常な長時間労働がいまだに存在

している。「真の働き方改革」が実現することを願う。」と話されました。 
          

 シンポジウムには別会場を含め、学生、一般併せて約 200名の参加があり、テレビ・

新聞でも報道されました。 

 

 

 

 

過労死遺族の声 

（過労死遺族の声）中原のり子さん 


